






































































































































































































































とある｡ また, その第３項は ｢国及びその機関は,
宗教教育その他いかなる宗教的活動もしてはなら
























動｣ であり, 違憲との判決が出た｡ 控訴がなくこ
の判決は確定したが, それにもかかわらず, 小泉
首相は, 今後も ｢参拝します｣ と明言している｡
自民党幹事長は ｢地裁段階では, そんな判決もよ
く出るものだ｣ と, 高をくくっている｡ 政府のお
声がかりで選ばれる裁判官が多数を占める最高裁
があるから, 大丈夫だと言わんばかりである｡
｢判決を気にせずに, 今後も参拝を続けてほしい｣
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などとも述べて違反行為を勧めている｡ もっとも,
地裁段階でもたとえば２, ３月の大阪, 松山地裁
判決にみるように, 憲法判断を示さずに原告請求
を退ける裁判官がよくいるのである｡ これなどは
｢憲法の番人｣ である資格を自ら放棄したもので,
出世主義者の裁判官だと思われる｡ このような人々
がいずれは上告審の裁判官に選ばれるのであろう｡
日本は法治国家のはずである｡ 憲法によって選
ばれた首相が憲法を無視し違反する行為を繰り返
してよいはずがない｡ 99条によって憲法を守るの
は公務員の義務であるが, 真っ先に違反をするよ
うでは, 首相の資格はないのである｡
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